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係数は、雄雌をまとめたときは 6.6〜8.0、雌雄を区別したときは 4.4〜6.5 だった。m1 サイズの変動係数は、前者
が 5.5〜6.0，後者が 4.8〜5.3 だった。距骨サイズには雌雄差が認められ、オスが大きく，メスが小さかった。しか
































B-5 哺乳類の肩甲骨の材料力学的特徴および肩帯周辺筋の locomotion との関係 
和田直己(山口大・共同獣医), 藤田志歩(鹿児島大・共同獣医) 所内対応者：西村剛 
本研究課題の目的は、霊長類を含む様々な哺乳類(肉食、有蹄、霊長類、単孔類、クジラ類、脚鰭類)の肩甲骨の
外形、肩甲骨周辺の筋肉の働きによる動的応力分布について研究を行い、肩甲骨に反映される動物の特徴を明らか
にし、環境適応と系統発生に関する知見を得ることである。肩甲骨の外形に関しては、79 種の哺乳類で調査を行
った。外形の計測は、肩甲骨の外形の再現を可能にする 68 か所で行った。結果は、肩甲骨のサイズには主に体重
が、形(比率)には動物種、生息域の特徴、移動運動の特徴が強く反映されることが明らかとなった。本研究課題の
特徴である肩甲骨の材料力学的特徴を見出す動的応力を算出する方法を確立した。現在までに、チンパンジー、コ
モンマーモセット、スローロリス、コモンツパイにおいて肩甲骨に終止する筋肉 14 の作用による動的応力の分布
を算出した。その結果は、応力の分布は動物種により明らかに異なり、身体的特徴、移動運動の特徴を示すもので
あった。 
B-6 霊長類の大腿骨近位部形態と位置的行動の関係 
稲用博史(医療法人社団いなもち医院) 所内対応者：平崎鋭矢 
Wolff の法則に従えば、骨は力学的ストレス(荷重)を受け、力学的に最適な形状になっている。 
また、骨格は系統発生を反映し、個体発生学的モデルに従って形成されている。したがって、大腿骨近位端におい
ても、骨頭、大転子、小転子、転子間稜は、ヒトの二足歩行進化に伴って変化した大腿骨を動かす多くの筋からの
